








結論 

1.糸球体疾患の病型は,20 才を境として明らかに変化が認められ,思春期と成人期での腎

炎の病型が異なっていた。 

2.思春期糸球体疾患は軽症糸球体障害が 30%を占め,リポイドネフローゼ,巣状糸球体腎炎,

び慢性増殖性糸球体腎炎は各々17～19%に認められた。 

3,IgA 腎症は若年成人期に急増するが,19 才以下の思春期では,その発症頻度は 20%以下で

あった。また,糸球体の光顕像は巣状病変が多い傾向があった。 

4.ネフローゼ症候群を呈した症例は19才以下では約27%であり,その中の71%はリポイドネ

フローゼであった。これらの結果から,思春期ネフローゼの原疾患は成人期よりも小児期に

類似していた。 

5.チャンス蛋白尿および血尿症例は思春期に多く,思春期糸球体疾患の約 44%を占めてい

た。また,この内で約半数は軽症の糸球体障害症例であった。 

6.血尿を主徴とする思春期症例には多彩な糸球体障害が認められたが,約半数は非 IgA の

軽症糸球体障害であり IgA 腎症は約 1/3 であった。また,チャンス血尿症例にはループス腎

炎や糸球体基底膜の葬薄化症例が認められた。 

7.以上の結果から,内科から小児慢性腎炎の病型を検索するには,思春期(中間期)腎炎の解

析が有用であることが示唆された。 


